
 

 

 

 

 

 

 

白神山地やそれをとりまく地域では、豊かな森を後世に引き継ごうと、日々奮闘さ

れている団体・機関が多くあります。当センターでは、そのような皆さんとの連携や

協働によって、白神山地の保全や適正な利用を図っています。  

 このコーナーでは、関係する団体・機関の白神山地での取組などを皆さんに紹介し

ていきます。  

 

＃２ 白神歩く会 白神案内  山の会  

「白神山地のゴミ拾い」  

 

代表  山田 兼博  

「白神歩く会」は、平成４年の早春に深浦町十二湖において目屋の奥山（弘西林道）

を楽しんで歩く人達３０数名が集まり発足しました。会の顧問には「津軽白神湖」の

湖底に沈んだ旧砂小瀬の石田氏（現西目屋村田代在住）に就いて頂き、私が会長とな

りました。世界自然遺産に登録される１年前の事です。会の規約は年１２回山行を計

画実行することで「自然を楽しみましょう」を合言葉に山歩きを開始いたしました。  

コースとしては「夏・冬の尾太登山」「１泊２日の大川上流の鬼の坪」「暗門の滝か

ら歩いてのクマゲラの森へ１泊２日」「大川上流のひとはねの門」「暗門の第１の滝か

ら尾根歩きでの高倉森」等々の川歩き、藪漕ぎ、尾根歩きのコース作り。それを実行

致しました。  

 ある１泊２日の大川散策時、夜の酒宴の場で会員から、「車両で通った道にゴミがめ

だっていたので、自分たちが楽しむ山をきれいにする為ゴミ拾いをしてみてはどうか」
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という提案があり、全員一致でクリーン作戦を開始する事になりました。  

 ゴミ拾いは年２回（春・秋）を計

画し、コースは大川林道（青秋林道）

及び津軽峠から暗門までとしました。

両コースを下見した結果、ゴミと見

られるものが多く落ちていました。  

しかし、「拾ったゴミの処理をどう

するか」とういう問題があり、顧問

の石田氏に相談しました。ゴミ処理

を石田氏が西目屋村役場にお願いし

たところ、ゴミ拾いは「目屋の山」

（当時の白神山地の通称）で行うか

ら、役場で処理をしましょうとの返

事が返ってきました。これこそが私

たちのゴミ拾いをするきっかけとなりました。西目屋村の理解と協力があったからこ

そ出来た事だと思い、とても感謝しています。  

ゴミ拾いは会山行時の中に計画し、行うことにしました。  

 第１回目（平成４年）に行ったゴミ拾いは大川林道（青秋林道）の入口から終点ま

で、この時のゴミは２トン車に軽く１台程のゴミが落ちていました。ゴミの種類を見

ると家庭用のものが多かったように覚えております。  

この時期は、白神山地地域の林道開発が停止になり、世界自然遺産への話が出回り、

道路状況が良くなっていました。その為山菜採りや山歩きをする方が多く入り、ゴミ

が多いのかなと思いながら、拾ったゴミを西目屋村の処理場まで片道１時間かけて運

び処理をお願いしました。  

昼は、今は廃止された暗門水場

向かいにあった釣り場「きらきら

噴水」付近で反省会を行いました。

会員みんなが白神山地をきれいに

して山歩きを楽しみたいことや、

ずっと続けていこうとの意見が出

され大いに盛り上がったことを今

でも鮮明に覚えております。  

３回目（平成５年７月）は、津

軽峠から暗門駐車場までのゴミ拾

いを、白神山地が世界遺産に登録さ

れた後に行いました。この頃からは世界自然遺産を見たくて白神ライン（県道２８号

線、旧弘西林道）に多くの方が入っていました。また、道端では車両を止めて風景を

眺めたり、山菜採りを楽しんだ方も多くいたと思います。  

透き通る緑が美しい白神ラインでクリーン作戦 

消火器など大きなものも少数捨てられています 



この時のゴミの種類で見ると、多いのは使用済みの「ベビー用のおしめ」が大半を

占め、家庭のゴミも多少ありました。  

 平成１７年からは「白神歩く会」「白神案内  山の会」が中心になり、他団体、一般

にも呼びかけて年１回春に行っています。  

 西目屋村アクアグリーンビレッジ ANMON さんにはクリーン作戦の中継地点とし

て、燃えるゴミ、燃えないゴミなどの処理と、大広場・豚汁等無料提供などでの協力

をしてもらっています。  

また、ゴミ袋を提供してくれる行政、募金をしてくれる団体さん等、多くの方々の

ご協力もいただいており感謝しています。  

今まで手弁当、無料奉仕で、子供

から大人、そして行政の関係者の

方々に参加いただいています。みな

さんは白神の自然に関心をお持ちで

あると思っています。  

これまでの参加者は多いときには

８０名余りで平均５５名の参加があ

ります。そして今年６月の第一日曜

日に開催いたしますと２４年間のあ

いだゴミ拾いを行うことができると

思うと感無量です。これもまた、参

加者皆様のおかげであります。  

「白神の自然を大切に」を合言葉に末永くゴミ拾いのイベントを行っていきたいと

思っております。（終）  

 

▼「白神歩く会」「白神案内  山の会」ではクリーン作戦の参加者を募集しています。  

 参加を希望される方は下記によりお申し込みください。  

白神山地世界自然遺産 

～白神自然体験 WALK & クリーン作戦～  

日  時：平成２８年６月５日（日）８：３０～１３：００  

  集合場所：暗門駐車場 ※８時集合  

  ル ー ト：白神ライン（津軽峠～暗門駐車場）  

  装 備：長袖、長ズボン、帽子、雨具、昼食、飲み物  

 【申し込み】  

電話・FAX・メールのいずれかで、５月２５日（水）までにお申し込みください  

  電話／FAX：0172-88-3001 メール：sirakamiannnai@ymail.plala.or.jp  

 「白神歩く会」「白神案内  山の会」 代表 山田 兼博  

参加者とともに記念撮影 



 

 

 

◆藤里森林生態系保全センター  

◎第１回白神森林講座（白神山地・二ツ森における森林散策）  

 日時： ６月１１日（土） 集合場所：JR 秋田駅他  

◎第２回白神森林講座（藤里駒ヶ岳登山）  

 日時： ７月 ９日（土） 集合場所：JR 秋田駅他  

◎第３回白神森林講座（峨瓏の滝での沢歩き、森林鉄道の遺構見学、横倉地区の棚田

見学等）  

 日時： ９月 ３日（土） 集合場所：JR 秋田駅他  

◎自然再生活動（広葉樹の植栽、苗木の採取等）  

 日時：１０月１５日（土） 集合場所：JR 秋田駅他  

◎第４回白神森林講座（七座山登山、仁鮒水沢スギ植物群落保護林見学等）  

 日時：１０月２９日（土） 集合場所：JR 秋田駅他  

 

△上記イベントに関するお問い合わせは「藤里森林生態系保全センター」  

（電話：0185-79-1003）まで。  

 

 

◆仁別森林博物館 

◎仁別の森林（もり）で遊ぼう！夏休み親子森林教室 

（仁別自然休養林散策、木工教室ほか） 

日時： ７月２３日（土） 集合場所：未定 

 

△上記イベントに関するお問い合わせは「東北森林管理局  技術普及課  企画係」  

 （電話：018-836-2211）まで。  

 

 

※その他の東北森林管理局管内のイベント情報は、局ホームページでも  

ご覧になれます。  

 

 

 

 

 

〈発行〉林野庁  東北森林管理局  津軽白神森林生態系保全センター  

〒 038-2754 青森県西津軽郡鰺ヶ沢町大字米町 25－ 2 電話 :0173(72)2931 FAX:0173(72)2932 

東北森林管理局 イベント  検索 


